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授業科目  看護学特論 単位  1 

履      修  選択 関連資格  ナンバリング NU31409J 

開講年次  4 開講時期 後期 該当ＤＰ  DP3-1 DP4-3 

担当教員  大嶋 満須美、石井  美紀代、髙橋 甲枝、前田 由紀子、田中 満由美、樋口 由貴子、溝部 昌子 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

看護は社会と生活者として暮らしている人々の健康に大きく関与する学問領域である。 

社会環境の変化によって大きく変わっていく看護ニーズをそれぞれの看護学領域を超えて解説し、現在の課

題とこれからの看護の展望について投げかけ、考察をしていく。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１．看護の現状について説明できる。 (DP3-1) 

２．各領域が求めている看護ニーズについて述べることができる。 (DP3-1) 

３．社会の変化における看護の役割について述べることができる。 (DP4-3) 

４．看護の将来展望について述べることができる。 (DP3-1)(DP4-3) 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 70 30 0 0 0 100  

知識・理解 (DP1-1)         

知識・理解 (DP1-2)         

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)         

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)  70 10    80  

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)         

態度(DP4-2)         

態度 (DP4-3)   20    20  

技能・表現 (DP5-1)         

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

目標の内容を総合的に理解し、各看護領域を超えた社会におけ

る看護の現状を把握し、現在の課題と将来を見据えた看護の展

望について述べることができる。 

目標の内容を総合的に理解し、看護の専門性と領域における

課題について 70~80%は述べることができる。 

授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 

テーマ：看護学領域   

・看護ニーズと看護の展望  (大嶋） 

シラバスについて

説明 

講義、確認小テスト 

学習課題(予習・復習） 60 
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2 

テーマ：小児看護学領域   

・小児医療の現状と課題  

・小児医療の動向  

・虐待・医療的ケア児・発達障害の現状  

・子どもの貧困等   (樋口） 

講義、確認小テスト 学習課題(予習・復習）  60 

3 

テーマ：母性看護学領域               

・今日の社会状況下において母性看護学分野に求め

られる看護ニーズと課題並びに今後の展望 (田中） 

講義、確認小テスト 学習課題(予習・復習）  60 

4 

テーマ：成人看護領域  急性期の看護    

・急性期の患者の特徴と看護 

・急性期看護の課題  (高橋） 

講義、確認小テスト 学習課題(予習・復習）  60 

5 

テーマ：老年看護学領域               

・高齢者救急 

・高齢者と感染症 

・高齢者看護技術の進歩  (溝部） 

講義、振り返りレポ

ート 

学習課題(予習・復習）  60 

6 

テーマ：精神看護学領域   

・精神科救急とトピックス            

・精神科ファーストエイドと最近のトピックスについて 

(前田） 

講義、確認小テスト 学習課題(予習・復習）  60 

7 

テーマ：在宅看護学領域   

・在宅における社会資源    

・国の「医療と介護の一体的な改革」で在宅医療・介

護がどう変わるのか、在宅における看護のあり方  

(石井） 

講義、グループディ

スカッションション・

確認小テスト 

予習：国の医療政策の方針に

ついて調べておく   

復習：講義を踏まえて自己の

看護観をまとめる 

 予習：

60  

復習：30 
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理解に必要な予備

知識や技能 

これまで学んだ、専門教育科目を基盤に看護実践の統合を目指します。既習の学びを想起し、主体的に取り

組む姿勢で臨んでください。 

テキスト 

特に指定はありません。これまで学んだテキストを参考にして下さい。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

担当教員より参考図書等の紹介が随時あります。 

講義では、資料プリントを配布します。 

授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

4年生後期の選択科目です。各看護領域の現状を知り将来を展望することにより看護の実践者として、自己

研鑽することを期待します。 

基盤となる基礎的な知識だけでなく、健康に関する社会の現状と課題について学ぶことにより看護が深まりま

す。 

達成度評価に関す

るコメント 

毎回、領域毎に小テスト、あるいはレポートによる評価を行います(70点)。最終の定期テストはレポートによる

全体評価(30点)を行います。 

評価レポートの課題については、7回目に伝えます。 
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